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関係各位 

 

『安全・安心輸送のために』 
特集のご案内 

過積載防止、整備不良、酒気帯び運転対策の計量・計測・測定機器 
 

 

 このたび日本計量新報社では、表題のように物流の現場で活用されています計量機

器、測定機器等を紹介したします「安全・安心輸送のために」特集を行います。 

  

 貨物の安全輸送を実現するために､多くの計量計測機器や測定器が注目されていま

す。従来の過積載および偏荷重の貨物を防止または発見するトラックスケールやクレ

ーンスケール、フォークリフトスケールから、放射線をチェックする専用の線量計な

どが活躍しています。 

 

 善良なる貨物輸送事業者は安全運行や法令の遵守（コンプライアンス）の観点から、

適正な積荷、アルコールチェック、始業前の点検・整備ということを心がけかつ実行

もしております。 

 

 貨物の安全輸送は、恒久的かつ重要な課題です。 

 

 「安全・安心輸送のために」特集に関連する貴社の関係製品を紹介して、需要者の

便に供したいと存じます。つきましては製品紹介の資料のご提供に加えて、広告の御

出稿をお願い申しあげます。 

 

１．発行日 １１月７日および２１日（発行日は変更する場合があります） 

２．資料提供のお願い 本特集に関係する貴社製品資料、技術資料をお送り下さい。 

３．広告原稿締切 １０月２５日（月曜日） 

４．広告料金 一段あたり55,000円（税込）お問い合わせ下さい。 

 

 

【連絡先】------------------------------- 

株式会社日 本 計 量 新 報 社 

東京都江東区亀戸7丁目62-16-803 

〒136-0071 
TEL03-5628-7070 FAX03-5628-7071 

edit@keiryou-keisoku.co.jp 

担当 小野、高松 



 日本計量新報社 行 

特集広告申込書（安全・安心輸送のために 特集） 

 

■広告を出稿いたします。 

      広告サイズ      天地寸法         左右寸法              掲載料金(税込)  
  Ａ．３段通し        １０４㎜        ２４４㎜             １６５，０００円  
  Ｂ．４段通し        １４０㎜         ２４４㎜               ２２０，０００円  
  Ｃ．５段通し        １７５㎜        ２４４㎜            ２７５，０００円  
  Ｄ．２段１／２        ６８㎜         １２１㎜                 ５５，０００円  
  Ｅ．３段１／２      １０４㎜     １２１㎜                ８２，５００円  
  Ｆ．４段１／２      １４０㎜         １２１㎜               １１０，０００円  
  Ｇ．５段１／２      １７５㎜         １２１㎜             １３７，５００円  
 
 
●広告料金は、１段通し（天地 32 ㎜×左右 244 ㎜）あたり 52,500 円(税込)を基本に面積比 

となります。上記以外のサイズも賜ります。 
●上記の広告掲載料金は、普通面の料金です。 
 
広告原稿作成 
■当社でも広告を作成いたします。お気軽にご相談下さい。 
■当社では新聞製作にＤＴＰ（電子編集システム）「ＥＤＩカラー」を採用しておりますので、広告原稿はデータでも受け

付けております。 
■広告原稿作成の際はＥＰＳ形式ファイルでお願いいたします。また文字はできるだけアウトライン化して下さいますよ

うお願いいたします。 
■使用のアプリケーションは、イラストレーター、フォトショップです。それぞれファイル保存の際はＥＰＳ形式でお願

いいたします。 
■写真、製品名や社名等の指定ロゴマーク・文字がありましたら郵送にてお送り下さい。なお原稿作成につきましては、 

作成費を別途申し受けます。 
■詳しくは当社担当の者（企画課 小野）にお聞き下さい。 
 
■広告サイズ （ご希望サイズの記号に○印をつけてください） 
 

Ａ ，Ｂ ，Ｃ ，Ｄ ，Ｅ ，Ｆ ，Ｇ 
 
 御社名                                                                         
 
 ご住所                                                                         
 
 ご担当                                                                         
 
 ＴＥＬ                                        ＦＡＸ                                     
 
 e-mail                                            
 

ご返事はＦＡＸまたは E-mail でお願いいたします。 

FAX.03-5628-7071 E-mail:edit@keiryou-keisoku.co.jp 
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ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
貨
物
自

動
車
に
積
載
重
量
を
超
え
て

貨
物
を
積
ん
で
走
行
す
る
こ

と
を
「
過
積
載
」
と
呼
ぶ
。

　

過
積
載
運
行
は
、
制
動
距

離
の
伸
長
、
ハ
ン
ド
ル
の
操

作
性
悪
化
な
ど
、
重
大
事
故

誘
発
の
原
因
に
な
る
。

　

ま
た
、
路
面
に
過
大
な
荷

重
を
加
え
る
の
で
、
舗
装
や

橋
梁
の
傷
み
を
早
め
、
耐
用

年
数
を
短
縮
さ
せ
て
し
ま

う
。

　

さ
ら
に
、
エ
ン
ジ
ン
や
車

体
に
過
大
な
負
担
を
か
け
る

こ
と
か
ら
、
騒
音
、
振
動
、

排
気
ガ
ス
を
増
大
さ
せ
、
沿

道
の
環
境
悪
化
に
も
つ
な
が

る
。
燃
費
も
悪
く
な
る
。

厳
し
い
行
政
処
分

　

過
積
載
運
行
に
は
厳
し
い

行
政
処
分
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

過
積
載
で
運
行
し
た
「
運

転
者
」
は
、
初
違
反
で
も
車

両
停
止
処
分
に
な
り
、
再
違

反
に
つ
い
て
は
車
両
停
止
期

間
の
大
幅
延
長
、
事
業
許
可

の
取
り
消
し
な
ど
の
処
分
が

あ
る
（
道
路
交
通
法
）。

　

ま
た
、
過
積
載
運
行
し
た

「
事
業
者
」
に
対
し
て
は
、

過
積
載
の
程
度
と
回
数
に
応

じ
て
、
自
動
車
の
使
用
停
止

を
命
じ
る
な
ど
の
処
分
を
科

し
て
い
る
（
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
）。

荷
主
に
も
責
任

　

過
積
載
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

「
荷
主
」
に
対
し
て
も
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

荷
主
が
、
過
積
載
で
あ
る

こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
貨
物

自
動
車
の
運
転
者
に
積
載
物

を
売
り
渡
し
た
り
、
引
き
渡

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
道
路

交
通
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
違
反
行
為
を
反
復
す
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

荷
主
に
対
し
て
「
警
察
署
長

の
過
積
載
再
発
防
止
命
令
」

が
発
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
従
わ

な
か
っ
た
場
合
は
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
。

危
険
な
過
積
載

（第三種郵便物認可） 2011年（平成23年）7月10日（日）（2）第 2877号

過積載・偏荷重防止過積載・偏荷重防止がが安全安全のカのカギギ
特集 安心・安全輸送のために芋

　

北
陸
信
越
運
輸
局
（
新
潟

市
）
は
2
0
1
1
年
5
月　
10

日
、
過
積
載
を
運
転
手
に
命

じ
た
と
し
て
、
レ
ン
ゴ
ー
青

果
運
輸
（
長
野
県
上
田
市
）

の
本
社
営
業
所
を　

日
間
の

10

事
業
停
止
、
事
業
用
自
動
車

5
台
を
延
べ
2
2
7
日
間
使

用
停
止
に
す
る
行
政
処
分
を

出
し
た
。

　

同
運
輸
局
に
よ
る
と
、
同

社
は
2
0
1
0
年
2
月　
10

日
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
に
過

積
載
を
指
示
し
、
最
大
積
載

量
2
・
4
ト
ン
の
ト
ラ
ッ
ク

に
青
果
5
・
4
ト
ン
を
積
ま

せ
て
い
た
。
こ
の
ト
ラ
ッ
ク

が
同
日
、
長
野
県
松
本
市
内

で
横
断
歩
道
を
横
断
中
の
被

害
者
を
轢
き
死
亡
さ
せ
た
こ

と
か
ら
、
発
覚
し
た
。

　

事
業
者
の
違
反
の
概
要
は

以
下
の
通
り
。

▽
事
業
者
が
過
積
載
運
行
を

下
命
（
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
第　

条
第
3
項
〔
貨
物

17

自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全

規
則
第　

条
第
1
項
〕）

10

▽
過
積
載
運
送
（
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
第　

条
第
2

17

項
）

▽
運
転
者
に
対
し
て
乗
務
前

後
の
点
呼
を
実
施
せ
ず
（
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
第　
17

条
第
3
項
〔
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
輸
送
安
全
規
則
第
7

条
〕）

　

2
0
1
1
年
5
月
中
旬
、

神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
の

県
道
を
走
っ
て
い
た
ダ
ン
プ

カ
ー
が
横
転
し
、
自
転
車
の

男
性
が
死
亡
し
た
。
多
摩
署

は
、
6
月　

日
ま
で
に
道
路

11

交
通
法
違
反
（
積
載
物
重
量

制
限
超
過
違
反
）の
疑
い
で
、

ダ
ン
プ
カ
ー
運
転
手
の
東
京

都
八
王
子
市
の
建
設
業
の
男

を
書
類
送
検
し
た
。

　

事
故
の
主
原
因
は
ハ
ン
ド

ル
操
作
の
誤
り
と
み
ら
れ
る

が
、
過
積
載
も
一
因
と
さ
れ

る
。

　

事
故
は
5
月　

日
7
時
5

14

分
ご
ろ
、
川
崎
市
多
摩
区
枡

形
4
丁
目
の
県
道
で
発
生
。

同
署
に
よ
る
と
、
ダ
ン
プ

カ
ー
の
男
が
右
車
線
か
ら
左

車
線
に
車
線
変
更
し
よ
う
と

し
た
際
、
左
側
に
自
転
車
が

走
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

慌
て
て
右
に
ハ
ン
ド
ル
を

切
っ
た
と
こ
ろ
、
積
ん
で
い

た
土
砂
が
左
に
崩
れ
、
一
緒

に
車
体
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

て
左
に
横
転
、
自
転
車
と
衝

突
し
た
。
同
署
は
男
を
自
動

車
運
転
過
失
致
死
容
疑
で
送

検
。
そ
の
後
の
調
べ
で
、　
10

ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
は
約　

％
40

オ
ー
バ
ー
と
な
る
約　

ト
ン

14

の
砂
を
積
ん
で
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。

　

神
奈
川
県
警
に
よ
る
と
、

県
内
の
過
積
載
の
摘
発
件
数

は
2
0
0
8
年
6
7
4
件
、

　

年
3
8
7
件
、　

年
2
3

09

10

9
件
と
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
積
み
荷
オ
ー
バ
ー
が
一

因
と
み
ら
れ
る
死
亡
事
故
は

2
0
0
5
年
に
も
起
き
て
い

る
。

輸
送
中
の
交
通
事
故
減
少
へ

過
積
載・偏
荷
重
を「
は
かっ
て
」防
止

　

安
心
・
安
全
輸
送
特
集
の
第
2
回
は
、
貨
物
輸
送
中
の
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
、
過

積
載
と
偏
荷
重
を
取
り
上
げ
る
。
過
積
載
・
偏
荷
重
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
ト
ラ
ッ

ク
ス
ケ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

で
も
、
過
積
載
運
行
を
余
儀

な
く
さ
せ
た
荷
主
に
対
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
勧
告
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

過
積
載
は
減
少
傾
向
に

　

法
律
に
よ
る
取
り
締
ま
り

や
啓
発
活
動
な
ど
の
結
果
、

悪
質
な
過
積
載
運
行
は
年
々

減
少
し
て
き
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
過
積
載
運
行

は
な
お
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
2

0
1
0
年
に
過
積
載
違
反
で

取
り
締
ま
り
を
受
け
た
の
は

5
9
5
4
件
。
そ
の
う
ち
、

積
載
重
量
を　

％
以
上
超
過

10

し
て
い
た
ケ
ー
ス
は
1
0
5

5
件
に
の
ぼ
っ
た
。
運
輸
業

関
係
者
は
、
日
常
的
に
過
積

載
予
防
体
制
を
と
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

意
識
の
改
革
と
具
体

策
が
必
要

　

過
積
載
防
止
の
決
め
手

は
、「
絶
対
に
過
積
載
を
許
さ

な
い
」
と
い
う
姿
勢
を
社
会

全
体
で
徹
底
す
る
こ
と
で
あ

る
。
い
か
に
罰
則
が
強
化
さ

れ
て
も
、
荷
主
や
運
行
事
業

者
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い
こ

と
に
は
過
積
載
防
止
の
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

特
に
近
年
、
不
況
な
ど
の
影

響
か
ら
か
「
一
度
に
積
め
る

だ
け
積
め
」
と
指
示
す
る
悪

質
な
事
業
者
も
出
て
お
り
、

意
識
の
改
革
と
、
具
体
的
な

対
応
策
が
求
め
ら
れ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
の

活
用
を

　

運
輸
業
関
係
者
は
過
積
載

防
止
の
た
め
、
は
か
り
を
購

入
し
て
対
応
し
て
い
る
。
ト

ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
な
ど
の
は

か
り
で
計
量
し
、
積
み
荷
の

質
量
が
オ
ー
バ
ー
し
な
い
よ

う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で

あ
る
。

積
み
荷
の
計
り
方

　

積
載
重
量
を
計
る
に
は

様
々
な
方
法
が
あ
る
。

臼
積
む
前
に
個
々
の
積
み
荷

の
質
量
を
計
っ
て
お
き
、
規

定
量
に
お
さ
め
る
方
法
、
渦

積
み
な
が
ら
質
量
（
目
方
）

を
計
る
方
法
、
嘘
適
当
に
積

ん
で
か
ら
オ
ー
バ
ー
し
て
い

な
い
か
計
っ
て
み
る
方
法
な

ど
。

　

は
か
り
の
各
メ
ー
カ
ー
は

こ
れ
ら
の
方
法
に
対
応
し
た

各
種
は
か
り
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
は
か
り
メ
ー
カ
ー

は
、
運
輸
関
係
業
者
に
対
し

て
積
極
的
に
働
き
か
け
、
は

か
り
と
計
量
に
関
す
る
知
識

を
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

過
積
載
の
ト
ラ
ッ
ク
が
死
亡
事
故

事
業
者
に　

日
間
事
業
停
止
処
分

10

事例2

過
積
載
の
ダ
ン
プ
カ
ー
横
転

川
崎
市
で
死
亡
事
故

事例1

機
種
別
特
集 「
安
心・安
全
輸
送
の
た
め
に
」

user
長方形
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の
で
、通
常
通
り
輸
送
実
施
。

こ
の
取
り
組
み
で
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
輸
送
体
制
の
確
立

が
可
能
だ
と
思
う
」
と
、
林

博
樹
理
事
長
は
語
る
。ま
た
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
、

「
国
が
過
積
載
や
偏

荷
重
専
用
の
ス
ケ
ー

ル
を
各
港
湾
に
数
カ

所
ず
つ
設
置
し
、多
く

の
人
が
低
価
格
で
利

用
で
き
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
」と
話

し
た
。

全
国
の
港
湾
に
偏
荷

重
計
量
所
を

　
（
一
社
）日
本
海
事
検
定
協

会
も
、
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

に
偏
荷
重
測
定
が
可
能
と
な

る
改
造
を
施
し
、　

年
6
月

11

　

日
か
ら
無
償
で
測
定
を
開

20始
し
た
。
偏
荷
重
や
警
告
箇

所
を
記
載
し
た
測
定
結
果
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
計
測
し
た
情
報
を

専
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積

し
、
積
地
別
、
品
名
別
な
ど

に
整
理
、
分
析
し
、
公
表
し

て
い
く
予
定
。

　

今
後
も
、
全
国
の
港
湾
で

偏
荷
重
の
計
量
所
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

横
浜
で
偏
荷
重
測
定

機
器
を
導
入

　

横
浜
の
港
湾
で
コ
ン
テ
ナ

車
両
の
重
量
測
定
を
担
う
苛

横
浜
港
湾
貨
物
計
量
協
会

は
、鎌
長
製
衡
珂
開
発
の「
コ

ン
テ
ナ
車
両
偏
荷
重
計
量
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
。
全
国
に

先
駆
け
て
、
2
0
0
9
年
5

月
か
ら
横
浜
の
本
牧
計
量
所

に
偏
荷
重
測
定
機
器
を
設
置

し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
内
の
偏
荷
重
値

を
計
量
。
軸
ご
と
の
軸
重
・

輪
重
と
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を

記
載
し
た
偏
荷
重
計
量
証
明

書
を
、
コ
ン
テ
ナ
車
両
の
運

転
者
に
発
行
す
る
。

　

運
転
者
は
、
証
明
書
を
元

に
コ
ン
テ
ナ
内
の
状
況
を
把

握
し
、
偏
荷
重
の
度
合
い
が

大
き
く
危
険
と
判
断
し
た
場

合
、
積
み
直
し
等
を
荷
主
へ

相
談
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
積
み
直
し
ま
で
は
不
要

の
場
合
で
も
、
積
み
荷
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
よ
り
安
全
な
運
転
が

で
き
る
。

　

安
全
性
確
保
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
だ

が
、
全
体
重
量
計
測
時
に
一

度
の
乗
り
込
み
で
偏
荷
重
な

ど
も
計
測
で
き
る
た
め
、
時

間
的
・
金
銭
的
に
運
転
者
や

事
業
者
の
負
担
に
な
る
こ
と

は
な
い
。
測
定
に
か
か
る
時

間
は
3
分
程
度
。
協
会
は
偏

荷
重
測
定
の
導
入
に
よ
っ
て

計
量
料
金
を
上
げ
る
こ
と
は

考
え
て
お
ら
ず
、
安
全
輸
送

に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

導
入
当
初
は
改
良
点
も

あ
っ
た
が
、
本
番
稼
働
し
な

が
ら
改
良
を
重
ね
、
精
度
を

向
上
。
2
0
1
0
年
7
月
に

は
、大
黒
埠
頭
計
量
所
に
も
、

偏
荷
重
計
量
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
を
船
か
ら
積
み

下
ろ
し
す
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
に
も
、
精
度
は
粗
い

が
重
量
を
計
れ
る
タ
イ
プ
の

も
の
が
あ
る
。「
ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
の
精
度
を
も
っ
と

あ
げ
て
、
積
み
下
ろ
し
の
際

に
積
載
量
や
偏
荷
重
を
大
ま

か
に
計
っ
て
お
く
。
そ
の
上

で
、
茨
極
端
な
偏
荷
重
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
受
荷
主
の

了
解
の
下
、
ヤ
ー
ド
内
で
の

積
み
替
え
を
実
施
。
芋
偏
荷

重
の
疑
い
が
確
認
さ
れ
た
コ

ン
テ
ナ
は
、
港
単
位
で
指
定

さ
れ
た
偏
荷
重
測
定
機
器
設

置
計
量
所
で
計
量
を
実
施
。

鰯
問
題
の
な
い
コ
ン
テ
ナ
が

お
そ
ら
く
大
半
と
思
わ
れ
る

ど
が
あ
っ
た
場
合
、
熟
練
し

た
運
転
者
が
制
限
速
度
で

走
っ
て
い
て
も
横
転
し
て
し

ま
う
場
合
が
あ
る
と
い
う
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。

　

そ
も
そ
も
こ
れ
ま
で
は
、

コ
ン
テ
ナ
を
自
動
車
輸
送
す

る
運
転
者
が
中
身
を
知
ら
さ

れ
る
仕
組
み
が
な
く
、
運
転

者
は
、
積
み
荷
の
危
険
度
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

法
律
案
は
先
行
き 

不
透
明

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
自
動
車
運
送
の
安
全
を

確
保
す
る
「
国
際
海
陸
一
貫

運
送
コ
ン
テ
ナ
の
自
動
車
運

送
の
安
全
確
保
に
関
す
る
法

律
案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

2
0
1
0
年
3
月
5
日
に
国

会
に
提
出
さ
れ
た
。

　

同
法
律
案
で
は
、
コ
ン
テ

ナ
の
品
目
・
重
量
・
荷
付
情

報
な
ど
を
、
荷
主
か
ら
運
転

者
ま
で
伝
達
す
る
こ
と
、
重

さ
が
不
明
な
輸
入
コ
ン
テ
ナ

は
受
荷
主
が
重
量
を
測
定

し
、
過
積
載
や
偏
荷
重
な
ど

不
適
切
な
コ
ン
テ
ナ
を
是
正

す
る
こ
と
な
ど
を
義
務
付
け

て
お
り
、
こ
の
ル
ー
ル
が
徹

底
さ
れ
れ
ば
、
事
故
の
要
因

は
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
2
0
1
0
年

　

月
の
臨
時
国
会
終
了
ま
で

12

に
こ
の
法
律
案
の
審
議
が
行

わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
審
査

未
了
と
し
て
廃
案
に
な
っ

た
。
花
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
要
望
書
を
提
出
し
、
廃

案
に
遺
憾
の
意
を
示
し
た

が
、
い
ま
だ
先
行
き
は
不
透

明
で
あ
る
。

　

同
法
案
に
対
し
て
は
花
日

本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団

連
）
が
、
情
報
共
有
化
と
安

全
確
保
に
合
理
的
な
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、

輸
入
コ
ン
テ
ナ
を
日
本
到
着

後
に
開
封
確
認
す
る
こ
と
は

物
流
に
混
乱
を
招
く
こ
と
な

ど
か
ら
効
果
を
疑
問
視
し
、

反
対
す
る
意
見
書
を
公
表
し

て
い
た
。

　

経
団
連
は
、
当
面
の
安
全

対
策
強
化
案
と
し
て
、
輸
送

事
業
者
へ
の
教
育
や
安
全
確

認
手
順
の
確
立
、
港
湾
な
ど

適
切
な
場
所
に
計
測
器
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。

自
主
的
な
安
全
確
保

　

偏
荷
重
に
対
す
る
法
的
な

規
制
が
な
い
現
在
、
ど
の
よ

う
に
し
て
安
全
を
確
保
し
て

い
け
ば
良
い
の
か
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る

対
策
が
、
横
浜
と
神
戸
で
導

入
さ
れ
て
い
る
、
車
両
偏
荷

重
計
量
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
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軸
重
と
輪
重

　

国
土
交
通
省
の
「
道
路
運

送
車
両
の
保
安
基
準
」
で
、

軸
重
（
1
本
の
車
軸
に
か
か

る
重
さ
）
は　

ト
ン
を
超
え

10

て
は
な
ら
ず
、
輪
荷
重
（
一

つ
の
車
輪
に
か
か
る
重
さ
）

は
5
ト
ン
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
と
定
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、積
載
量
や
輪
重
・

荷
重
が
規
定
内
で
あ
っ
て

も
、
荷
物
が
左
右
の
ど
ち
ら

か
に
偏
っ
て
い
れ
ば
、
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
横
転
事
故
な

ど
が
起
き
や
す
く
な
る
。

　

近
年
問
題
視
さ
れ
て
い
る

の
が
、
こ
の
「
偏
荷
重
」
で

あ
る
。
国
土
交
通
省
の
「
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
の
運
行

管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
」（
準
則
）
に
も
、
運
行

管
理
者
は
、
偏
荷
重
が
生
じ

な
い
よ
う
に
積
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
記
載

が
あ
る
。

コ
ン
テ
ナ
横
転
事
故
、

偏
荷
重
が
一
因
？

　

国
際
海
上
貨
物
用
コ
ン
テ

ナ
（
海
上
コ
ン
テ
ナ
）
が
陸

送
中
に
横
転
す
る
事
故
が
、

毎
年
発
生
し
て
い
る
。

　

横
転
事
故
の
原
因
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
カ
ー
ブ
を
曲

が
る
際
の
速
度
超
過
な
ど
が

考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

調
査
の
中
で
、「
偏
荷
」
や

「
荷
崩
れ
」、「
過
積
載
」
な

偏
荷
重
に
よ
る
横
転
事
故
を
防
ぐ

港
湾
で
活
躍
す
る

偏
荷
重
測
定
機
器

　

さ
ら
に
、
左
右
の
バ
ラ
ン

ス
だ
け
で
な
く
、貨
物
の「
高

さ
」
も
横
転
事
故
の
要
因
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
3

次
元
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
の

「
重
心
値
」
の
測
定
も
試
み

ら
れ
て
い
る
。

　

苛
横
浜
港
湾
貨
物
計
量
協

会
は
鎌
長
製
衡
珂
と
協
同
で

重
心
値
測
定
機
器
を
開
発

中
。
既
に
精
度
を
上
げ
る
段

階
に
入
っ
て
お
り
、
完
成
間

近
で
あ
る
。

　
（
一
社
）日
本
海
事
検
定
協

会
も
、
大
和
製
衡
珂
と
協
同

で
重
心
値
測
定
の
実
証
実
験

を
行
っ
て
い
る
。

　

運
転
者
が
重
心
値
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
事

故
の
危
険
性
が
い
っ
そ
う
減

少
で
き
る
。
実
用
化
が
期
待

さ
れ
る
。

重
心
測
定
も
完
成
間
近

輪重（右）

輪重（左）

軸重

偏荷重

▼

港湾貨物
計量協会の
証明書

表示画面

 計 量 証 明 書 

ヘッドを切り離して偏荷重測定

機
種
別
特
集 「
安
心・安
全
輸
送
の
た
め
に
」
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長方形
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１０

　
１１

　

珂
田
中
衡
機
工
業
所
（
新

潟
県
三
条
市
福
島
新
田
丙
2

3
1
8−

1
、
電
話
0
2
5

6−
4
5−

1
2
5
1
、
田

中
康
之
社
長
）
の
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
は
、
設
置
環
境
に

合
わ
せ
て
埋
込
式
、地
上
式
、

超
薄
型
に
加
え
、
小
型
車
用

の
T
T
型
と
、
計
量
さ
れ
る

車
両
の
サ
イ
ズ
、
総
重
量
に

合
わ
せ
て
多
彩
に
用
意
さ
れ

て
い
る
。

　

制
御
部
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
入
力
式
の
デ
ー
タ
管
理
装

置
「
T
C
P−

1
1
0
0
」、

各
種
自
動
処
理
を
実
現
す
る

デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
「
Ａ

T
S−

1
0
0
」、シ
ン
プ
ル

な
操
作
パ
ネ
ル
の
「
T
C
P

−

3
0
0
シ
リ
ー
ズ
」、コ
ン

パ
ク
ト
な
「
H
D−

9
0
4

D
」な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
多
彩
に
オ
プ

シ
ョ
ン
を
取
り
揃
え
て
お

り
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
る
。

　

新
製
品
と
し
て
、
可

搬
式
の
「
P
T
S−

衛
」、
小
型
基
礎
の
埋
め

込
み
タ
イ
プ
「
U
T

S
」、
埋
め
込
み
に
も
地

上
式
に
も
対
応
し
て
い

る
「
H
T
S
型
簡
易
型

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
」

を
新
た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
た
。

　

大
和
製
衡
珂
（
兵
庫
県
明

石
市
茶
園
場
町
5−

　

、
電

22

話
0
7
8−

9
1
8−

5

5
5
5
、
川
西
勝
三
社
長
）

の
次
世
代
形
ト

ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

は
、
総
重
量
・
軸
重

量
・
輪
重
量
・
偏
荷

重
が
計
測
可
能
な

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

タ
イ
プ
。ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ（
安
全
で

あ
る
証
明
）
を
残

し
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
を
遵
守
す
る
姿

勢
）
の
推
進
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

次
世
代
形
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
は
、
乗
り
込
み
時
か

ら
の
荷
重
の
変
化
を
読
み
取

り
、そ
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
、

総
重
量
は
も
と
よ
り
軸
重
、

輪
重
、
さ
ら
に
偏
荷
重
ま
で

を
一
度
に
計
測
し
、
モ
ニ

タ
ー
に
映
し
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
の
ほ
か
偏
荷
重
を
知
ら

せ
る
警
報
機
能
が
つ
い
て
い

る
。
荷
姿
だ
け
で
は
発
見
し

に
く
い
偏
荷
重
を
検
知
す
る

の
で
、
運
行
前
に
積
み
荷
の

修
正
を
行
う
こ
と
が
可
能
。

ト
ラ
ッ
ク
が
乗
り
込
ん
で
か

ら
計
量
結
果
が
印
字
さ
れ
る

ま
で
わ
ず
か　

秒
と
い
う
速

15

さ
を
実
現
し
た
。
走
行
計
測

が
可
能
で
、
事
前
に
ト
ラ
ッ

ク
の
車
番
を
登
録
し
て
お
け

ば
、
ス
ケ
ー
ル
の
上
を
通
過

す
る
だ
け
で
計
量
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ス
テ
ン
レ
ス
製
ロ
ー
ド
セ

ル
は
ス
ト
ッ
パ
レ
ス
の
採
用

と
ス
ケ
ー
ル
全
高
が
低
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
敷
地

の
節
約
お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー

ト
基
礎
工
事
が
不
要
と
な

る
。
ま
た
I
P　

と
い
う
高

68

い
耐
水
性
と
防
塵
性
を
持
っ

て
い
る
。
防
錆
性
、
耐
久
性

に
も
優
れ
て
お
り
、
部
品
交

換
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
る
。 

　

ロ
ー
ド
セ
ル
と
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
の
キ
ッ
ト
の
交
換
を
行

う
だ
け
で
次
世
代
形
ト
ラ
ッ

ク
ス
ケ
ー
ル
へ
の
変
身
を
実

現
さ
せ
る
。
設
置
済
み
の
ト

ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
に
も
対
応

で
き
る
柔
軟
さ
は
次
世
代
形

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
特
長
の
ひ
と
つ
。

　

E
D
P−

1
8
0
0
は
、

デ
ジ
タ
ル
ロ
ー
ド
セ
ル
を
使

用
し
た
次
世
代
形
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ル
用
と
し
て
開
発
さ

れ
た
デ
ー
タ
プ
ロ
セ
ッ
サ
。

デ
ジ
タ
ル
ロ
ー
ド
セ
ル
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
総
重

量
、
軸
重
、
輪
重
、
偏
荷
重

の
計
測
を
可
能
に
し
、
車
の

安
全
走
行
に
役
立
つ
。

【
主
な
特
長
】
▽
見
や
す
い

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
▽
隠
れ

た
事
故
原
因
供
偏
荷
重
僑
を

警
報
通
知
▽
計
量
結
果
を
素

早
く
画
面
表
示
▽
高
速
計
量

を
実
現
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
機
能
▽
多
機
能
、

強
力
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
搭

載
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

に
も
柔
軟
に
対
応
▽
簡
単
で

ス
ム
ー
ズ
な
キ
ー
操
作
▽
コ

ン
パ
ク
ト
な　

イ
ン
チ
液
晶

15

カ
ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
▽

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
U
S
B

ポ
ー
ト
を
標
準
装
備
▽
雷
対

策
も
万
全
▽
高
速
感
熱
式
プ

リ
ン
タ
を
採
用
。
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多
彩
に
計
量
部
･
制
御
部
な
ど
取
り
揃
え

最
適
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

田中衡機

　

鎌
長
製
衡
珂
（
香
川
県
高

松
市
牟
礼
町
2
2
4
6
、
電

話
0
8
7−

8
4
5−

1
1

1
1
、
金
本
重
孝
社
長
）
の

指
示
計
D
I−

1
5
0
0
最

大
の
特
長
は
、
新
技
術
「
セ

フ
テ
ィ
ー
モ
ー
ド
」
機
能
を

搭
載
し
て
い
る
こ
と
。

▽「
ス
ケ
ー
ル
の
乗
車
確
認
」

＝
誤
っ
て
タ
イ
ヤ
が
ス
ケ
ー

ル
か
ら
踏
み
外
し
た
な
ど
の

異
常
を
検
知
す
る
と
自
動
的

に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
す
る
。
▽「
車

輌
及
び
荷
積
み
の

バ
ラ
ン
ス
確
認
」＝

運
送
中
の
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め

計
量
中
に
バ
ラ
ン

ス
差
が
発
生
し
た

場
合
に
ア
ナ
ウ
ン

ス
す
る
。
▽「
車
輌

の
運
行
安
全
確
認
」

＝
計
量
中
に「
積
載

重
量
」「
車
軸
」「
車
輪
」
の

荷
重
オ
ー
バ
ー
が
発
生
し
た

場
合
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
。
▽

「
セ
フ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
設

定
」＝「
セ
フ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ

ク
」
が
働
い
た
と
き
「
計
量

ス
ト
ッ
プ
」
と

「
計
量
パ
ス
」
を

任
意
に
設
定
で

き
る
。「
計
量
パ

ス
」
で
も
計
量
伝

票
に
マ
ー
キ
ン

グ
し
運
送
業
者

に
告
知
す
る
機

能
、
適
正
な
計
量

管
理
の
た
め
「
ア

ナ
ウ
ン
ス
デ
ー

タ
」
を
自
動
的
に
残
す
ロ
グ

機
能
も
装
備
し
て
い
る
。

【
主
な
特
長
】
茨
見
や
す
い

画
面
表
示
、
簡
単
な
操
作
＝

I
T
の
知
識
が
な
く
て
も
簡

単
に
計
量
操
作
が
で
き
る
。

芋
5
種
類
の
コ
ー
ド
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
が
可
能
＝
5
種
類

の
コ
ー
ド
の
名
前
を
自
由
に

設
定
が
可
能
で
、
あ
ら
ゆ
る

業
種
・
業
態
の
計
量
業
務
に

対
応
で
き
る
。
鰯
便
利
な
ア

ナ
ウ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
＝
滞
留

情
報
を
表
示
す
る
の
で
、
場

内
で
作
業
中
の
車
両
が
一
目

で
わ
か
る
。
允
ト
レ
ー
ス
可

能
な
警
報
ロ
グ
＝
自
己
判
断

機
能
を
搭
載
し
、
点
検
時
期

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示
。

新技術セフティーモード搭載の指示計

DI−1500

計
量
計
測
デ
ー
タ
バ
ン
ク

http://www.keiryou-keisoku.co.jp/
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鞄
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鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

「
お
手
軽
く
ん
」

大和製衡

　

珂
宝
計
機
製
作
所
（
山
口

県
柳
井
市
柳
井
3
8
8
9
、

電
話
0
8
2
0−

2
2−

0

3
8
9
、
政
田
寛
社
長
）
の

低
価
格
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

「
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
ロ
ー
ド

メ
ー
タ
ー
N
S
R
M
」
は

ひ
ょ
う
量
別
の
3
タ
イ
プ
。

　

同
製
品
は
、
計
量
時
に
ト

ラ
ッ
ク
を
停
止
せ
ず
に
計
れ

る
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
の
た

め
、
計
量
時
間
を
大
幅
に
短

縮
で
き
る
。
持
ち
運
び
が
容

易
で
、
基
礎
工
事
が
不
要
。

プ
リ
ン
タ
ー
付
き
指
示
計
が

付
く
。　
　

の
防
水
性
。

IP
65

【
仕
様
】
▽
タ
イ
プ
／
ひ
ょ

う
量
／
目
量
の
順
、
R
M−

　

T
／
5
t
／　

茜
、
R
M

05

10

−

　

T
／　

t
／　

茜
、
R

10

10

20

M−

　

T
／　

t
／　

茜
▽

15

15

20

計
量
台
寸
法
＝
5
0
0
〜
9

0
0
亜
×
4
0
0
〜
5
0
0

亜
×
高
さ　

亜
▽
重
量
＝
R

41

M−

　

T
：　

茜
、
R
M−

05

16

　

T
、
R
M−

　

T
：　

茜

10

15

30

可搬式トラックスケールPTSII

NSRMシリーズ

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
ロ
ー
ド
メ
ー
タ
ー

N
S
R
M
シ
リ
ー
ズ

宝計機

過積載・偏荷重をはかる製品
特集 安心・安全輸送のために芋

鎌長製衡

機
種
別
特
集 「
安
心・安
全
輸
送
の
た
め
に
」

user
長方形
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